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 平成１８年度スタートにあたり 
技術委員長 五洋建設㈱     内藤 英晴 
2001 年に日本エルガード協会が発足し

てから 6 年目を迎えました。 
この間、建設投資額は 61 兆円から 51 兆

円に減少しています。 
これからさらに建設投資が縮小していく

なか、一方で維持管理に要する費用が増加

していくことになります。 
そこでは、優れた技術により社会資本を効率的に活用して

いくことが要求されます。 
電気防食工法であるエルガード工法はそのような要求に応

えることのできる技術です。 
しかし、いかに優れた技術であっても、更なる技術開発を

推し進めて幅広い国民のニーズを満たす努力が必要です。 
また、技術の信頼性を確保するには、技術に裏打ちされた

技術者により施工されることが必要です。 
そのような要求に応えることができるよう技術委員会では、

幅広い活動を行っています。 
これからの維持管理に時代に向け、エルガード協会が更な

る発展を遂げることができるよう、会員各社のご協力とご支

援をお願いいたします。 
 平成１８年度第１回理事会の報告 

平成 18 年度第 1 回理事会が開催され、第６期総会議案(案) 

および記念講演会等について審議されました。 

開催日時など 
開催日時：平成 18 年 4 月 27 日(木)14 時～15 時 

開催場所：泉ガーデンタワー 住友会館 44F 洋室１ 

出 席 者：茂田会長、今村副会長、佐野理事（新任）、小倉

理事（蒔田部長代理出席）、白石理事、渡辺理事、

小袋監事、内藤技術委員長、事務局 

決議事項 
下記報告事項は了承されました。 

１． 平成 17 年度第 5 回理事会議事録の確認 

２． 書面理事会承認事項「理事選任の件」の確認 

３． 第 6 期定時総会議案(案)について 

４． 記念講演会について 

５． 懇親会について 

 日本エルガード協会第６期定時総会の報告 

平成 18 年 4 月 27 日、泉ガーデンタワー 住友会館(東京)に

おいて、日本エルガード協会 第６期定時総会、記念講演会、

懇親会が催されました。 

第６期定時総会 
住友会館 42F 会議室で 15 時から開催、協会会員 30 社中  

26 社出席で総会は成立し下記の審議事項が承認されました。 

・ 第 1 号議案 平成 17 年度事業報告承認の件 

・ 第 2 号議案 平成 17 年度決算報告および会計監査報

告承認の件 

・ 第 3 号議案 平成 18 年度事業計画承認の件 

・ 第 4 号議案 平成 18 年度収支予算承認の件 

・ 第 5 号議案 理事選任の件 

記念講演会 

住友会館 42F 会議室で 16 時から開催されました。 

電気防食技術研究会主催の記念講演会では、国土交通省道

路局国道・防災課道路保全企画官茅野牧夫様をお招きし、｢『荒

廃する日本』としない為の道

路管理｣と、題して講演して

いただきました。  

第 3 期の斎藤ＮＨＫ解説

主幹（現農工大教授）、第 5

期の西村日経コンストラク

ション編集長が、マスコミの

立場で「日本版『荒廃するア

メリカ』」を訴えていただき

ましたが、それを受ける形で、協会初の行政官の登場でした。 

『荒廃するアメリカ』の事例を皮切りに、米英の維持管理

の実情を、映像を交えながら保全コストの実態を、説明して

いただきました。  

米国では 30 年経過しても、未だに通行止めの橋が 3割弱存

在し、後世への大きな負債となっていることが分かり、日本

の未来を考えると暗澹たる気持ちにさせられます。 

茅野様は、予防保全の重要性を訴え、「点検が大事です。 

今日は、この一言でいいから記憶に止めてください。」と結ば

れました。   有難うございました。  

懇親会 
住友会館 42F 会議室で 18 時 00 分から来賓 18 名を含む総勢 90

名 の 出 席 の 下 、 茂 田 会 長 の 挨 拶 、 道 路 保 全 技 術 セ ン タ ー  

多田顧問から乾杯のご発声を賜りました。 

  

懇親会は京都大学 岡田名誉教授の中締に至るまで 1 時間半

にわたり催され、和やかな雰囲気の中でお開きとなりました。 

 第 3 回 JCPE ｺﾝｸﾘｰﾄ電気防食管理技術者養成講習＆

認定試験実施の報告                事務局 

平成 18 年 6 月 15 日、東京・大阪 2 会場で、｢JCPE コンクリ

ート電気防食管理技術者｣養成講習＆認定試験が実施されま

した。 

養成講習 
東京会場 24 名、大阪会場 27 名が受講しました。 

講師 

基礎編 東京：峰松(住友大阪セメント)、大阪：内藤(五洋建設) 

設計編 東京：峰松、大阪：山本(日本防蝕工業) 

施工編 東京：大久保(ショーボンド建設)、大阪：山本 

維持管理編 東京：小笠原(五洋建設)、大阪：香川(住鉱エコエンジ) 

実技編 東京：峰松、大久保、小笠原 大阪：山本、香川 

認定試験 
東京会場 26 名、大阪会場 27 名が受験しました。 

合格発表は 7月下旬を予定しています。 

新規入会会社から一言 ㈱仲田建設    西嶋大道 
日本エルガード協会の皆様のご指導，ご推薦を戴き，平成

１８年度の４月から入会させて戴きました㈱仲田建設でござ

います。今後，日本エルガード協会の皆様方には，工法に関

することで質問やご指導等でご迷惑をお掛けする事が多々生

じることと思いますが，ご指導の程宜しくお願い致します。 
当社は福岡県を本拠地に九州一円，関東，北海道でコンク

リート構造物の調査・設計，施工を行ってい

る会社ですが，九州管内の海岸沿いや沖縄県

全域では台風の影響を受け腐食環境が厳し

く，これまでに多くのコンクリート構造物に

塩害対策が施されている。しかし，これまで

の塩害対策としては，ひび割れ補修工，断面

修復工，躯体と大気中とを遮断し延命する表

面被覆工等工法が主流で設計，施工されていた。昨今，これ

らの補修された構造物に再損傷が発生し再補修対策を必要と

する構造物が多くなっており，再調査及び補修設計が発注さ

れている状況であります。これらの補修対策として電気防食

工法の適応性やＬＣＣの評価等で当協会のご指導を受け，技

術力の向上及び電気防食工法の普及に努めたいと考えており

ますので，宜しくお願い致します。 
会員から一言  ショーボンド建設㈱   大久保謙治 

私は、エルガード協会の発足当初から、

委員会およびＷＧに参加させていただいて

います。 各委員会，ＷＧでは、多くの事

を学ばせていただき、委員の皆様とのお付

き合いも深めることができましたことを御

礼申し上げます。 今後も微力ではありま

すが、引き続きお手伝いをさせていただく

所存ですのでよろしくお願い申し上げます。 
弊社では、コンクリート構造物の「ガン」である塩害に対

する工法として電気防食工法を提案させていただく機会が増

え、採用される事が多くなっています。 
「電気防食をすることで構造物の延命化を図る事が本当に

可能なの？」と言うようなお話は少なくなっていますが、依

然として「電気防食は他工法と比べて施工費が高価すぎる」

「外部電源方式の電気防食は施工後の維持管理が難しい」と

の指摘を受けることがあります。 
電気防食の効果に加え、他工法とのＬＣＣ比較による工法

の有効性と維持管理の方法および支援方法等について今後も、

さらに委員会，ＷＧで議論していただきエルガード協会とし

ての考え方を広くアピールしていただければ幸いです。 
私事で恐縮ですが昨年の７月より営業本部へ配属となり九

州支社に駐在しています。 
港湾および電気防食関係の専門職として新たな気持ちで、

九州支社管内を中心に仕事をしています。 
エルガード協会の活動を進める上で皆様には今まで以上に

御迷惑をお掛けすることがあるかと思いますが今後もよろし

くお願い申し上げます。 

 委員会活動状況の報告 
技術委員会       技術委員長 内藤 英晴 

活動状況 

技術委員会では、下部組織として４つのWG（設計、応用編、

認定試験運営、養成講習）を設けて活動しています。また、

材料学会への委託研究（ASRへの電気化学的防食工法の適用性

検討）にも参画しています。 

技術委員会 2/15(30)、3/31(31)、5/16(32) 

設計WG  12/31(2)、2/15(3)、3/31(4) 

 応用編WG 3/17(1)、5/16(2) 

認定試験 

 養成講習WG 11/10(1)、2/15(2) 

運営WG    5/16 

認定試験 6/15(木) 53名が受験。 

ASR委員会  3/7(11)、4/24(12) 

活動報告 

第 3 回 JCPE ｺﾝｸﾘｰﾄ電気防食管理技術者 2006 年度認定試験

を準備し、6/15 に東京・大阪同時に実施しました。 

設計ＷＧで、ﾁﾀﾝﾘﾎﾞﾝﾒｯｼｭ陽極の配置間隔に関する検討を行

いました。 

応用編ＷＧで、今年度の技術講習会用資料（応用編ﾊﾟﾜｰﾎﾟ

ｲﾝﾄ）の作成を検討中です。 

今後の予定 

① 設計ＷＧのﾁﾀﾝﾘﾎﾞﾝﾒｯｼｭ陽極の配置方法に関する技術資

料の取りまとめを行います。 

② 新たに発足した応用編ＷＧのメンバーは以下の通りです。 

小笠原リーダー（五洋建設）、峰松（住友大阪セメント）、壹岐（若築建

設）、山本（日本防蝕工業）、大久保（ショーボンド建設） 

③ASR 委員会 7/4(13) 今年度中に成果を取り纏め対外発

表の予定です。 
施工委員会       施工委員長 渡辺 寛 

活動状況 
 施工委員会では、現場見学会の企画や他の委員会の支援活
動を行っています。 
施工委員会  6/6(18) 
今後の予定 
① 施工、維持管理に関するアンケートの実施 

アンケートを実施し、施工、維持管理上の課題を抽出 
し、今年度の企画を検討する。 

② 施工ＷＧ、維持管理ＷＧは役目を終えたので、一旦解散
することになりました。 ご協力有難うございました。 

広報委員会       広報委員長 白石 弘 
活動状況 

広報委員会では、下部組織の積算ＷＧ、ＬＣＣ・ＷＧで橋梁・

桟橋のＬＣＣを検討し、協会内部資料を作成しました。 

 また、今年度の技術講習会にその成果を反映すべく、講習

会プログラムの改訂に取組んでいます。 

広報委員会 5/19(36) 

積算ＷＧ 3/10(7)   

ＬＣＣ・ＷＧ 2/16(10) 

活動報告 

① 積算ＷＧ、ＬＣＣ・ＷＧは各々の成果を報告し、協会内部資料と

位置付けました。 

② ①の２グループを統合し、新たに発足したＬＣＭ・ＷＧのメンバ

ーは以下の通りです。 

佐野リーダー、中川(東洋建設）、野上、壹岐(若築建設）、山田

（ピーエス三菱）、安田（佐伯建設工業）、香川（住鉱エコエンジ）、

笹川（ナカボーテック）、大久保（ショーボンド建設）、久(化工

建設)小袋（日本防蝕工業）、小笠原（五洋建設）、羽渕（東亜建

設工業）、橘（昭和コンクリート工業）、高橋（ドーピー建設工業）、

峰松（住友大阪セメント） 

今後の予定 

① ＬＣＭ・ＷＧは、橋梁・桟橋のすり合わせを含め、対外

発表に向けて成果を取りまとめていきます。 

② 今年度の技術講習会を東京(9 月)・大阪(10 月)・名古屋

(11 月)の３会場で実施します。 

講演者は、守屋主任研究員(土研 東京)、阪田教授(岡山

大 大阪)、六郷教授(岐阜大 名古屋)です。 

 今後の協会行事日程 
 

年 月 日 行  事 

18 6 28 第 1 回ＬＣＭ・ＷＧ 

18 7 25 技術・施工・広報合同委員会 

● エルガ－ド通信に関する会員皆様のご意見をお寄せ下さい。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


